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【研究 目的】近年 インプ ラン トの用 途は 多様 化 し,

歯 の 欠損 部 に対す る人工歯根 とい うばか りでな く

矯 正用 インプ ラ ン トア ンカーの よ うに成長 発育 中

の顎骨 や根未完成 歯 に近接 した部位 に も使 用 され

てい る。 しか し,顎 骨発育 中の イ ンプ ラ ン ト埋 入

は成 人 以 降 の骨 格 に影 響 を及ぼ す といわ れ て お

り,こ れ までに は ラ ッ ト下顎骨 切歯 に達 す る イン

プラ ン ト埋入 によ り顎骨形態 が変 化 した との報告

が ある。

本研究 で は,ラ ッ ト下顎 切歯 を根未完 成歯 の モ

デル として,イ ンプ ラ ン トを下顎 切歯 に達 す るよ

う埋 入 し,切 歯萌 出が抑制 され た場 合,根 未 完成

歯の形成 端 とその周 囲組織 に どのよ うな影響 が あ

るか を組 織形態 的に検索 した。

【研究 方 法 】 雄性Wistar系 ラ ッ トを実験 動物 と

した。 オ トガイ下 部か ら下 顎骨下 縁 を明示 後,右

側下 顎骨下 縁の切 歯歯頸 部か ら5mmの 位 置 に直

径0.7mm,長 さ3.0mmの チ タン製bone tackイ ン

プ ラ ン トを 埋 入 した。 左 側 下 顎 骨 は 未 処 置

controlと した。 術後2,8,16週 に 下顎 骨 を摘 出,

下 顎 切歯形成端 の冠状 断が観察 で きるよ う4μmの

パ ラフ ィン 切片 を作 製 した。 切片 はH-E染 色 と

抗Laminin抗 体,抗Tissue Inhibitors of

metalloproteinase(TIMP)抗 体,抗Proliferating

Cell Nuclear(PCNA)抗 体 による免疫染 色 を行 い,

光 学顕 微鏡下 に観 察 した。

【研究 結 果 】H-E染 色 よ り,術 直 後 で は ヘル ト

ヴ ィッヒ上皮鞘 は,直 線状 で スムー スに形成 端 か

ら伸 び てい た。術 後2,8週 で は上 皮鞘 が屈 曲 し,

形 成 端 周 囲 の皮 質 骨 は厚 くなっ てい た が,術 後

16週 で は術 直 後 と 同様 に屈 曲 の な い 上 皮 鞘 と

なっ た。laminin染 色 で は,術 直後 に上 皮鞘 の一

部 とその内側 の細 胞 に陽性 反応 を認め,術 後2週,

8週 で は屈曲 した上皮鞘 に強 い陽性 反応 を認 めた

が,術 後16週 に な ると陽性 反応 は弱 くなって いた°

TIMP染 色 で は,術 直 後か ら上皮 鞘 および形 成端

組織 に陽性反応 を認め た。 術後2週,8週 で は術

直後 と比較 し形成 端の細胞 に出現 した陽性 反応 は

弱 くなっていたが,形 成端周囲の皮質骨に接 した

部分に強い陽性反応 を認めた。術後16週 では形

成端組織と形成端の骨内の一部に陽性反応を示 し
ていた。PCNA染 色では,術 直後から上皮鞘と形

成端の周囲組織に陽性細胞 を認め,術 後2,8,
16週 において も上皮鞘 と上皮鞘内側の歯乳頭細

胞に陽性細胞 を認めた。
切歯形成端最上部では,皮 質骨は術後2週 で最

も厚 くな り,8週,16週 で徐 々に薄 くなる傾向
があった。TIMP染 色陽1性細胞数 は術後2週 で最

も多 くなり,8週,16週 では徐 々に減少 した。

PCNA染 色陽性細胞数は術後2週 で多く,8週 で

少なかった。

【考察・結論】今回の研究では萌出率が一定 となっ
た8～10週 齢のラッ ト下顎切歯 を根未完成歯の
モデルとして検討を行った。術後2週 や8週 で観

察された上皮鞘の屈曲は強い力で萌出抑制が生 じ
た結果であると考え られ るが,術 後16週 に認め

られた上皮鞘における屈曲の消失は切歯が後方に

伸長 した結果と考 えられた。 これと同時期の術後
2週,8週 の上 皮鞘 では,上 皮鞘 と屈 曲部 に

Lamininの 強い反応が認め られたことから,イ ン

プラント埋入により切歯萌出が抑制 されても形成

端では切歯の形態 を維持する機能が働いていると

考えられた。PCNAの 反応は上皮鞘に多くみ られ,

切歯萌出が抑制 されても上皮鞘の細胞増殖は盛ん
で,切 歯の形成が継続 していると考えられた。 こ
の結果は,従 来の報告にあるように,萌 出抑制 さ

れたラッ ト切歯は後方へ伸長 し,そ の影響により

顎骨が増大するという結果 を支持する。一方,形
成端最上部の皮質骨では,骨 の厚みとTIMPお よ
びPCNAが 同時期に増加 しており,こ れらに相関

性があることが示唆された。
以上のことより,歯 の萌出が抑制 されて も形成

端での萌出機能は抑制 されず,顎 骨形態に影響 を

及ぼ しなが らも歯の形成を継続することが明らか
となった。

本論文に関 しての審査委員会は平成27年1月
13日 に開催 された。審査委員より1)本 研究の

目的 と検索方法について,2)観 察 された歯根形
態変化のメカニズムについて,3)本 研究の臨床

的意義について質疑があり,い ずれについて も申

請者から的確な回答が得 られた。また,委 員会に
おいて,論 文の文章 および図の加筆等の指摘が

あったが,後 日提出 された論文では適切に修正 さ

れていた。
これらの結果,本 論文は歯科医学の発展に寄与

するものと考えられ,申 請者は学位授与に値す る
と判定 した。
この論文の要 旨は奥羽大学歯学誌第42巻4号

11-19貢(平 成28年3月 発行予定)に 掲載 され
ている。
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